
    

 

 

・  

・  

■プログラムの概要 

ねらい 

・太陽光は自然の中にいくらでもあり、太陽光から電気が作れることを実感する。 

・蓄電の方法について知る。 

・エネルギーを有効に使うために私たちができることを考える。 

キーワード エネルギー 

対象 小学６年生以上 

時間 90 分 実施場所 校庭、教室 

使用するもの 

ソーラー電卓や時計、ソーラーガーデンライトなど、太陽光パネル、風力発電装

置、豆電球、みのむしクリップ、メロディーセンサー、モーター、コンデンサー、

プラスチック羽根、段ダンボールなどの厚紙またはプラダンボール、ストロー、

竹串、釣り用ゴム管、ペットボトルの蓋、ハサミ、セロハンテープ 

全体の流れ 

１． 導入 

２． 電気を作るもととは 

３． 太陽光によって発電できるのか 

４． ソーラーカーづくり 

５． 太陽光発電の長所と短所 

６． ソーラーガーデンライトの仕組み 

なぜ太陽が出ていない夜に使えるか考え、蓄電実験をする。 

７． まとめ 

電気などの使い方も考え、自分ができることを発表する。 

８． ふりかえり 

光電池の発電や蓄電を学ぼう！ 



    

 

■進め方 

時間 学習内容 指導上の留意点 

5分 ＜導入＞ 

今日のめあて（太陽光発電をどうしたら有効

に使えるか、実験と自分たちの暮らしから考

えていこう）  

・太陽光発電（４年生では光電池）など、

自然エネルギーについて知る。 

５分 ＜電気を作るもととは＞ 

・電気は何から作られるかを考える。 

「～発電」から連想し、火力発電とは石炭、

石油、天然ガスで、原子力発電とはウラン

であることを伝える。これらは自然環境に

よくないものを出し、使うとなくなってし

まう。 

それらに対して、自然の中にいくらでもあ

り、害になるものを出さない、太陽光や風

などで電気ができるか考えさせる。 

 

 

・時計や電卓などには電池を使ってないもの

があること、替わりに小さなパネルが付い

ていることに気づく。（ソーラーパネル） 

 

 

 

 

 

 

 

・風力発電と太陽光発電の共通点として、

風や、太陽の光など自然にあるものを

使って発電し、持続的に使えることに

気付く。 

 

・風力発電装置と電卓などを見せ、今日

はこのうち太陽光で電気ができるか確

かめ、車も動かしてみようという。 

              （①の図） 

３５分 ＜太陽光によって発電できるのか＞ 

ソーラーパネルを使って太陽光を電気に変

えることが出来るか確かめる（メロディーセ

ンサーで電気ができたことを確かめる）。            

（②の図） 

 

＜ソーラーカーづくり＞（④の図） 

身近な材料で車を作り、モーターとソーラー

パネルを載せて動かしてみる。 

 

・光電池のしくみを簡単に説明する。 

（資料③） 

 

 

 

 

・雨天の場合は、白熱電球を太陽光の代

用にする。 

５分 休憩  

４０分 

 

＜太陽光発電の長所・短所＞ 

・ワークシートの事項に○、×をつけて太陽

光発電の長所・短所を整理する。 

・短所については、そのうち１つを選び、短

所を補い、有効に使う方法を実験・工作や

資料から考え、班で話し合い、ワークシー

トに記入、発表する。 

・班ごとに短冊に書いて黒板の紙に貼る。 

(①～⑥の図) 

 

 

・資料⑤、⑥の太陽光発電の説明をする 

・長所についても新たな発見をする。 

 

 

・短所として、今日の実験・工作や資料

などから考える。 

 

 

 

 

 



    

 

＜ソーラーガーデンライトの仕組み＞ 

ガーデンライトがなぜ夜に点灯するかを考

え、コンデンサーなどの蓄電装置を知り、実

際に蓄電できるか実験する。 

         (資料⑦) （⑧の図） 

 

＜まとめ＞ 

太陽光発電についてわかったこと、もっと調

べたいことを班でも話し合ってワークシー

トに記入、発表する。 

 

・コンデンサーの蓄電のしくみを簡単に

図で説明する。     （資料⑦） 

 

 

 

・環境にやさしい電気を作るだけでなく、

資源を使い過ぎないこと、省エネこそ

大切であり、自分たちができることで

もあることにも気付く。 （資料⑨） 

 

１０分 ＜ふりかえり＞ 

太陽光発電で動く車ができたか、また工夫し

たことなどの感想や、私たちの電気の使い方

などについても考えや、授業の感想を書き、

数人に発表してもらう。 

 

 

 

■使用するもの 

 

 

■実施にあたって留意する点 

・白熱電球は熱を出して非常に熱くなるので、直接手で触れないように注意する。 

・天気が悪い時は白熱電球で代用できるため、可能であれば電球（100W）を班の個数分用意

しておくとよい。乾電池も用意する。 

 

物 品 名 数 量 備 考 

風力発電装置 各班１個 演示実験なら全体で１つ 

ソーラー電卓、時計、ソー

ラーガーデンライトなど 

あるだけ  

太陽光パネル、モーター、

コンデンサー、メロディー

センサー 

各班１個 

（学校にある

ものを使用） 

できれば３人以内に各１個 

 

白熱電球、ホルダー 雨天の場合 

みのむしクリップ セットの数の２倍 

プラスチック製ギア、厚紙、

プラダンボール、ペットボ

トルの蓋、竹串、ストロー

色鉛筆、ハサミ、セロハン

テープなど 

各班１個 ソーラーカーの車体、車輪などの材料 

ギアの代わりに、釣具用の細いゴム管でもよい 

ワークシート、資料 １人１枚  


